
詩を朗読する詩人の会「風」　　漣毎か田圃

第13回ポエム「風」フェスティバル2023
時：2023年12月3日（日）午後2時～5時（開場午後1時30分）

所：大阪キャッスルホテル　大阪市中央区天満橋京町1－1TELO6－6942－2401
（京阪電車・大阪地下鉄谷町線「天満橋」すぐ上。
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◆プログラム◆

園星田　14：00－17‥00　司会市原礼子　参加費1500円

○開会の挨拶　　左子真由美

○来賓挨拶　　　兵庫県現代詩協会　野口幸雄

〇第10国風賞授賞式　選考経過報告　　榊　次郎

◆受賞者の言葉と朗読

最優秀賞「マリウポリのネコ」おおむらだかじ

優秀賞　「ハイマツ」高丸もと子

「空色のランドセル」南雲和代

○講演　原　圭治「大阪の朗読詩運動の流れを振り返って」

－休憩10分－15：30－40分頃予定

○演奏　ギター　米阪隆広／サックス　本田千鈴

「リベルタンゴ」（A．ビアソラ）「想いの届く日」（C．ガルデル）

「ネッラ・ファンタジア」（E．ず）コーネ）他

○詩朗読　阿部由子　石川早苗　　桑原広弥

下前幸一　二階堂晃子　来羅ゆら

○閉会の挨拶　永井ますみ

園17：15－19：15司会左子真由美・永井ますみ参加費7000円

『アンソロジー風第14集2023』出版記念会および懇親会

○乾杯の音頭

○みなさまのスピーチ　　　　書籍の展示・即売（定価の80％）

○閉会の挨拶　榊　次郎

詩を朗読する詩人の会「風」世話人　　　　　　後援「PO］の会
代表　榊　次郎　　　　　　　　　　　　　　　　関西詩人協会

市原礼子・左子真由美・永井ますみ　　　　　山の街企画
㈱f千林餌

：参加申し込み・お問い合わせは　　11月20日までにお願いいたします　；

；〒530－0044大阪市北区東天満2－9－4千代田ビル東館7階FG h06－4801－6111；

：竹林館　左子まで。または、永井ますみ　携帯090－4289－8225まで。

原重油（はらけいじ） 1。32年和歌山市生まれ。1舶／愛戴 

詩集『口のなかの旋』出版（共著i林武）「歴史の本』 

／エッセイ集晴の希望、詩の旅』 

本田千鈴（ソプラノ＆アルトサックス）

大阪音楽大学音楽学部器楽学科卒業。
京都府新人演奏会に出演。第23回日
本クラシック音楽コンクール一般の

部第2位（1位なし）。第14回くらし

き国際サクソフォンコンクールでは

アンサンブルの部第1位を受賞。在

学中にジャン＝イヴ・フルモー氏の

特別講義を受講。（公財）びわ湖芸術文化財団主催《湖国
新進アーティストによが寅奏会ザ・ファーストリサイタ
ル2020》にオーディションを経て出演し、滋賀県芸術文化

祭奨励賞を受賞。ミ・べモルサクソフォンアンサンブルの
メンバーとして2（06年スロベニアのl）ユプリヤナ、2015

年フランスのストラスプールで開催された世界サクツフォ
ンコングレスにて演奏、その他海外での演奏会に参加。ラ・

フォル・ジュルネびわ湖2017に出演。サクツフォンを前

田昌宏氏に師事。ヤマハ音楽教室講師。ミ・べモルサクソ
フォンアンサンブル、カトレアサクツフォンカルテット、

フィットサクソフォンカルテットのメンバーとして活動。

米阪隆広（ギター）

和歌山県出身。猪居信之氏に
師事、福田進一、藤井眞吾
両氏のマスタークラスを受謙

大阪池田市でギター教室を主
宰。近年ではギターアレンジ
にも取り組み、いくつかの作

品は月刊現代ギター誌にも掲載されている。ハントネオ
ン奏者・星野俊路とのデュオ「タンゴ・グレリオ」とし

ての活動にも力を入れであり、「奈良タンゴ祭」「神戸中
南米音楽会」「右京ワールドミュージックフェスタ」など

南米文化に関連した音楽イベントでのゲスト演奏も多い。
如19年にはラテン・グラミー賞にノミネートされたタ

ンゴ・ピアニストのアリエル・ピロソティと共演、2020

年にはタンゴ・ギタリストのミルタ・アルパレスと共演。
2013年CD「心の底から」、2016年CD「ピアソラの時代」

をリリース。一部の曲はテレビ東京『開運iなんでも鑑

定団」のBGMとして使用された。2022年のCD「シルバ
ンド」はレコード芸術誌の準特選盤に選定された。


